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研
究
ノ
ー
ト朝

鮮
通
信
使
が
出
会
っ
た
「
粟
屋
の
娘
」
を
巡
っ
て

―
申
維
翰
『
海
游
録
』
の
記
事
を
手
掛
か
り
と
し
て
―

盧
　

桂

順

は
じ
め
に

　

朝
鮮
通
信
使
は
一
六
〇
七
年
か
ら
一
八
一
一
年
ま
で
十
二
回
訪
日

し
た
。
そ
の
「
使
行
録
」
は
約
四
〇
編
を
数
え
る
が
、
そ
の
中
に
は

日
本
女
性
の
姿
を
生
き
生
き
と
描
い
た
申
維
翰
の
『
海
游
録
』（
一

七
一
九
年
来
聘
）
が
あ
る
。

　

通
信
使
来
聘
時
の
人
数
は
毎
回
約
三
〇
〇
名
～
五
〇
〇
余
名
で
使

節
団
は
全
て
男
性
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
勿
論
、
応
接
し
た
日
本
側

の
幕
臣
や
各
藩
の
藩
士
た
ち
も
全
て
男
性
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
通
信
使
一
行
を
見
物
し
た
日
本
人
の
中
に
は
、
少
な
か
ら

ぬ
女
性
た
ち
が
い
た
こ
と
が
い
く
つ
か
の
文
献
や
絵
画
に
残
さ
れ
て

い
る
。

　

た
と
え
ば
、
尾
張
・
渥
美
郡
田
原
藩
に
残
る
『
田
原
藩
日
記
』〈
第

六
巻
〉「
五
一
萬
留
帳
」
に
よ
れ
ば
、
一
七
六
四
年
（
宝
暦
十
四
）、

江
戸
に
上
る
第
十
一
回
通
信
使
の
一
行
を
見
物
す
る
た
め
に
田
原
藩

主
・
三
宅
康
之
の
娘
、
お
民
が
お
付
き
の
者
四
人
を
連
れ
て
何
日
も

前
よ
り
宿
を
取
っ
て
待
機
し
、
通
信
使
の
行
列
を
観
た
と
の
記
録
が

あ
る（

１
）。

　

ま
た
、
通
信
使
の
行
列
を
描
い
た
各
種
の
「
絵
図
」
に
も
多
く
の

女
性
観
衆
の
姿
が
見
え
る
。
仲
尾
宏
「『
後
桜
町
天
皇
宸
記
』
の
朝

鮮
通
信
使
記
事
」
で
は
一
七
六
四
年
（
宝
暦
十
四
）
後
桜
町
天
皇
の

女
官
た
ち
が
江
戸
よ
り
帰
路
の
通
信
使
行
列
を
見
物
し
、
そ
れ
ら
の

様
子
を
天
皇
に
報
告
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
と
き

天
皇
は
幕
府
の
老
中
を
通
し
て
通
信
使
か
ら
の
進
上
物
で
あ
る
高
麗

人
参
や
繻
子
な
ど
を
受
け
取
っ
た
と
い
う（

２
）。
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さ
て
一
七
一
九
年
（
享
保
四
）
第
九
回
通
信
使
の
製
述
官
で
あ
っ

た
申
維
翰
は
江
戸
へ
の
往
復
中
、
見
物
人
の
な
か
の
日
本
女
性
を
観

察
し
『
海
游
録
』
に
詳
し
く
記
録
し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
彼
は
、
沿
道
に
座
っ
て
い
る
女
性
た
ち
を
見
て
「
女
性

は
艶
や
か
な
黒
髪
に
花
簪
、
べ
っ
甲
の
梳そ

を
挿
し
、
顔
に
は
脂
粉
を

ほ
ど
こ
し
て
い
る
。・
・
・
紅
緑
彩
画
の
長な

が
こ
ろ
も衫
を
着
、
宝
帯
を
腰
に

束
ね
、
腰
は
細
く
て
長
い
。・
・
・
仏
画
の
ご
と
く
で
あ
る
」
と
書

い
て
い
る
。
そ
し
て
女
性
が
笑
う
様
子
を「
そ
の
笑
い
声
は
琅
然（
玉

の
ご
と
く
）、
細
き
こ
と
、
あ
た
か
も
鳥
の
声
の
よ
う
だ
」
と
描
い

て
い
る
。
ま
た
浪
華
（
大
坂
）
で
は
蘆あ

し
ば
な
ち
ょ
う

花
町
（
現
大
阪
市
西
区
堀
江

辺
り
）
の
娼
屋
や
妓
院
を
見
て
国
中
の
美
人
が
多
く
集
ま
っ
て
い
る

よ
う
だ
と
述
べ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
京
都
で
は
煎
茶
を
振
舞
っ
て
く
れ
た
茶
姫
の
玉
の
よ
う
な

美
し
い
顔
と
黒
い
髪
は
さ
な
が
ら
画
中
の
人
に
似
る
、
と
褒
め
称
え

て
い
る（

３
）。

　

こ
の
他
に
も
江
戸
へ
の
往
路
・
京
都
か
ら
大
津
、
峠
を
越
え
た
村

落
の
人
家
や
酒
屋
の
女
子
た
ち
は
必
ず
化
粧
を
し
鮮
や
か
な
服
装
を

身
に
ま
と
っ
た
、
美
女
が
多
い
と
こ
ろ
だ
と
記
し
て
い
る（

４
）。

　

こ
の
よ
う
に
彼
の
日
本
女
性
に
対
す
る
印
象
は
す
こ
ぶ
る
良
い
。

　

そ
し
て
申
維
翰
は
江
戸
で
の
国
書
交
換
の
一
連
の
儀
式
を
終
え
た

帰
路
、
周
防
国
上
関
に
お
い
て
「
粟
屋
の
娘
」
に
出
会
っ
て
い
る
。

本
論
は
そ
の
「
粟
屋
の
娘
」
が
如
何
な
る
女
性
で
あ
っ
た
か
を
考
察

す
る
。

１
．
申
維
翰
が
出
会
っ
た
「
粟
屋
の
娘
」

　

一
七
一
九
年
（
享
保
四
）
十
一
月
二
十
九
日
（
旧
暦
）
江
戸
か
ら

の
帰
途
、
周
防
の
上
関
で
食
事
を
と
っ
た
後
申
維
翰
は
こ
の
地
の
書

生
た
ち
と
対
話
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
同
席
し
て
い
た
少
女

の
姿
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

有
称
粟
屋
氏
女
子
。
年
令
十
一
歳
。
能
書
大
字
。
呈
数
紙
於
館

中
。
筆
用
弘
法
体
。
書
軟
如
殪
蛇
。
雖
不
成
様
。
而
一
幼
女
辯

之
。
亦
自
異
事
。
余
為
小
序
題
其
首
以
還
之（

４
）

そ
の
中
に
粟
屋
の
娘
と
称
す
る
娘
あ
り
。
年
令
は
十
一
歳
。
よ

く
大
字
を
書
し
、
数
枚
を
館
中
に
呈
す
。
筆
法
は
弘
法
体
を
用

い
て
い
る
。
書
（
字
）
は
倒
れ
た
蛇
の
如
く
に
柔
ら
か
く
様
を

成
さ
ぬ
が
、
一
幼
女
に
し
て
こ
れ
を
弁
ず
る
は
又
、
お
の
ず
か

ら
め
ず
ら
し
い
事
で
あ
る
。
余
は
小
序
（
序
文
）
を
作
り
、
そ

の
首
に
題
し
て
返
し
た
。（
姜
在
彦
訳
『
海
游
録
』
二
五
七
頁
）

　

申
維
翰
は
大
人
の
男
性
た
ち
に
混
じ
っ
て
た
っ
た
ひ
と
り
、
少
女

が
い
た
事
に
ま
ず
は
驚
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
面
か
ら
見
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て
申
維
翰
は
平
仮
名
を
解
さ
な
い
は
ず
。
見
せ
ら
れ
た
書
は
お
そ
ら

く
漢
字
で
あ
ろ
う
。
又
、
彼
は
日
本
の
高
僧
・
弘
法
大
師
空
海
の
書（

５
）

を
既
に
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
少
女
の
書
は
大
人
の
そ
れ
と
比

べ
る
事
は
か
な
わ
な
い
が
難
し
い
漢
字
で
書
か
れ
た
も
の
を
見
て
序

文
ま
で
書
き
添
え
て
返
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
余
程
印
象
に
残
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

２
．
儒
家
―
戸
川
整
斎
と
長
州
藩
の
教
育

　

で
は
ま
ず
粟
屋
の
娘
を
連
れ
て
来
た
の
は
誰
な
の
か
と
い
う
疑
問

か
ら
考
察
す
る
。
当
時
の
長
州
藩
に
お
け
る
儒
学
・
学
問
の
発
展
や

活
発
さ
を
鑑
み
る
と
、『
海
游
録
』
に
登
場
す
る
小
倉
尚
斎
、
も
し

く
は
そ
の
門
下
生
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
彼
ら
は

女
性
を
伴
っ
て
通
信
使
一
行
と
対
面
し
た
と
は
限
ら
な
い
。
他
方
で

岩
国
藩
の
教
育
制
度
確
立
と
深
く
関
係
す
る
人
物
と
し
て
戸
川
整
斎

の
存
在
が
あ
る
。
ま
ず
こ
の
人
物
を
考
察
す
る
。

　

岩
国
藩
は
毛
利
元
就
の
二
男
・
元
春
が
吉
川
家
の
養
子
と
な
り
関

が
原
の
合
戦
の
後
、
元
春
の
三
男
広
家
が
周
防
国
岩
国
に
移
封
さ
れ

た
。
そ
の
後
明
治
の
廃
藩
ま
で
十
三
代
続
い
た
支
藩
で
あ
る
。
藩
祖

・
広
家
は
水
田
耕
作
の
改
良
や
紙
の
生
産
等
で
経
済
的
基
盤
を
確
立

し
た
人
物
で
あ
る
事
が
分
か
っ
て
い
る
。
ま
た
教
育
、
学
問
を
重
視

し
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

戸
川
整
斎
は
岩
国
藩
三
代
藩
主
・
吉
川
広
嘉
の
と
き
の
儒
家
・
宇

都
宮
遯
庵
の
弟
子
で
あ
る
。
宇う

つ
の都
宮み
や

遯と
ん

庵あ
ん

は
藩
の
意
向
に
そ
っ
て
多

く
の
学
者
を
育
て
た
。
そ
の
中
の
ひ
と
り
が
戸
川
整
斎
で
あ
る
。
の

ち
に
整
斎
は
藩
の
公
文
書
の
責
任
者
、
祐
筆
と
し
て
の
地
位
に
就
い

た
。
そ
し
て
藩
の
教
育
者
と
し
て
も
優
れ
た
人
材
を
多
く
育
て
た
と

『
岩
国
沿
革
志
・
能
書
家
略
伝
』（
明
治
三
十
年
代
頃
編
著
）
に
記

さ
れ
て
い
る（

６
）。

　

周
知
の
よ
う
に
江
戸
時
代
、
日
本
の
教
育
制
度
は
徳
川
家
康
の
頃

よ
り
八
代
将
軍
吉
宗
の
享
保
の
改
革
を
は
じ
め
と
す
る「
文
治
政
治
」

に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
封
建
社
会
を
支
え
る
教
学
と
し
て
の
儒
学
、

わ
け
て
も
朱
子
学
を
奨
励
し
て
い
る
。

　

幕
府
直
轄
の
昌
平
黌
・
昌
平
坂
学
問
所
の
設
置
は
も
と
よ
り
秋
田

藩
の
明
徳
館
を
は
じ
め
、
萩
藩
の
明
倫
館
を
含
む
全
国
二
十
四
箇
所

に
藩
校
が
設
立
さ
れ
た
。そ
の
後
続
い
て
多
数
の
私
塾
が
で
き
旗
本
、

御
家
人
、
藩
士
、
浪
人
、
郷
士
ら
も
学
ん
だ
。
他
に
民
間
の
寺
子
屋

・
郷
学
も
多
数
設
立
さ
れ
、
当
時
江
戸
府
内
だ
け
で
も
寺
子
屋
で
身

を
立
て
る
者
が
八
百
人
い
た
と
い
う
。

　

石
川
謙
『
近
世
日
本
社
会
教
育
史
の
研
究（

７
）』
に
よ
れ
ば
、「
正
徳

・
享
保
の
間
に
て
庶
民
教
育
が
確
乎
た
る
方
針
を
も
つ
よ
う
に
な
っ

た
」
と
い
う
。
そ
れ
ら
の
内
容
は
主
に
「
諸
善
衆
徳
、
五
倫
五
常
教

育
（
父
子
の
親
・
君
臣
の
義
・
夫
婦
の
別
・
長
幼
の
序
・
朋
友
の
信

と
さ
れ
る
仁
・
義
・
礼
・
知
・
信
）
で
、
武
士
以
外
の
女
子
も
教
育
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の
対
象
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
地
方
に
お
い
て
も
上
級
の
武
士
教
育
の

み
な
ら
ず
、
下
級
武
士
の
子
女
教
育
も
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。

　

戸
川
整
斎
は
当
時
自
分
の
私
塾
で
学
ん
で
い
た
多
く
の
少
年
・
少

女
の
中
で
も
特
別
に
書
が
上
手
で
聡
明
な
少
女
で
あ
っ
た
粟
屋
の
娘

を
通
信
使
に
会
わ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
自
分
の
書
も
通
信
使
の

一
行
に
見
て
も
ら
お
う
と
、
こ
の
と
き
の
書
記
・
成
夢
良
に
会
い
自

分
の
書
『
篆
分
草
隷
』
を
見
せ
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
成
夢
良
は
、

事
前
に
雨
森
芳
洲
を
通
じ
て
戸
川
整
斎
の
書
と
共
に
、「
粟
屋
の
娘
」

の
書
を
見
て
お
り
整
斎
が
彼
女
の
師
で
あ
る
こ
と
を
知
り
納
得
し
た

と
い
う
。
こ
の
時
、
粟
屋
の
娘
の
号
が
〈
文
蘭
〉
で
あ
っ
た
こ
と
も

判
明
し
て
い
る（

８
）。

　

教
育
が
盛
ん
に
奨
励
さ
れ
た
こ
の
時
期
、
下
級
武
士
の
娘
で
あ
る

粟
屋
の
娘
も
女
子
で
あ
り
な
が
ら
私
塾
で
学
ん
で
い
た
事
は
、
さ
ぼ

ど
不
自
然
な
事
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

３
．
戸
川
整
斎
が
連
れ
て
来
た
「
粟
屋
の
娘
」
は
誰
の
娘

で
あ
っ
た
か
？

　

『
御
家
中
系
図
』（
岩
国
徴
古
館
蔵（
９
））
に
よ
れ
ば
、「
曾
祖
父
の
粟

屋
又
兵
衛
正
則
（
五
十
石
）、
祖
父
・
清
右
衛
門
喜
次
、
父
・
又
兵

衛
貞
次
。
貞
次
の
子
・
一
男
三
女
の
次
女
、
正
理
院
に
仕
え
た
長
岡
」

と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。
そ
し
て
、
貞
次
の
子
と
し
て
「
女
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
文
中
に
み
え
る
正
理
院
と
は
、
岩
国
藩
五
代
藩
主
・
吉き
つ

川か
わ

広ひ
ろ

逵み
ち

の
側
室
（
の
ち
の
正
室
）
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
奉
公
人
と
し
て
粟

屋
の
女
子
が
城
に
上
が
り
、
正
理
院
が
八
十
六
歳
で
亡
く
な
る
一
七

八
一
年
（
天
明
元
）
三
月
九
日
ま
で
仕
え
た
と
あ
る
。

　

娘
は
一
七
一
九
年
（
享
保
四
）
当
時
、
十
一
歳
で
あ
る
か
ら
、
一

七
〇
八
年
（
宝
永
八
年
）
生
ま
れ
で
あ
ろ
う
。
死
亡
年
は
一
七
九
三

年（
寛
政
五
）、八
十
六
歳
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し『
御

家
中
系
図
』
に
は
「
女
子
」
と
記
し
て
い
る
が
、
名
前
は
明
記
し
て

い
な
い
。

　

名
前
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
次
の
文
書
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は『
宝
暦
五
乙
亥
年
御
二
方
様
、御
歳
賀
記
―
名
嶋
弥
五
兵
衛
、

左
之
通
持
参
之
覚
書
』
に
は
次
の
記
述
で
あ
る（

（（
（

。

　
　

（
略
）

　
　

正
理
院
様
附　

御
老
女
―
萩
野
・
直
木

中
老
―
す
が
・
ふ
さ
・
み
を
・
く
ま
・
り
つ
・

う
た

御
小
性
―
み
き
・
つ
ゑ
・
ひ
や
く

御
次
女
中
―
と
ま
・
な
を
・
つ
て
・
せ
き
・
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さ
な

御
中
居
―
中
・
か
け
橋

御
端
女
―
千
尋
・
小
手
巻
（
後
略
）」

　

こ
こ
に
初
め
て
「
粟
屋
の
娘
」、
す
な
わ
ち
粟
屋
又
兵
衛
貞
次
の

次
女
、
名
前
は
「
ふ
さ
」
又
は
「
お
ふ
さ
」
の
名
が
登
場
す
る
。

　

本
論
で
は
、
こ
の
「
中
老
」
で
あ
っ
た
「
ふ
さ
」
が
粟
屋
の
娘
で

あ
っ
た
と
す
る
理
由
を
考
察
す
る
。

　

『
岩
邑
年
代
記
』「
享
保
十
六
辛
亥　

三
月
十
日
」

（
前
略
）
御
裏
御
老
女
萩
野
事
祖
式
長
左
衛
門
娘
也
、
上
方
へ

御
代
参
被
差
上
候
。
上
女
中
之
内
お
ふ
さ
粟
屋
又
兵
衛
娘
、
端

女
両
人
一
人
ハ
川
戸
ノ
半
左
衛
門
娘
、
一
人
ハ
□
□
、
一
同
ニ

被
差
上
、
萩
野
へ
五
百
疋
・
お
ふ
さ
へ
三
百
疋
、
端
女
銀
弐
両

ツ
ヽ
被
遣
候
（
後
略（

（（
（

）」

老
女
の
萩
野
は
祖
式
長
左
衛
門
の
娘
で
、
上
方
へ
代
参
を
こ
う

む
り
候
。
上
女
中
の
お
ふ
さ
は
粟
屋
又
兵
衛
の
娘
で
、
端
女
両

人
、
一
人
は
川
戸
の
半
左
衛
門
の
娘
で
、
も
う
一
人
は
□
□
、

二
人
と
と
も
に
お
仕
え
い
た
し
た
。
そ
し
て
萩
野
に
五
百
疋
、

お
ふ
さ
に
三
百
疋
、
端
女
に
二
両
が
与
え
ら
れ
た

　

な
お
、
岩
国
藩
で
は
老
女
役
の
役
名
は
、
長
岡
・
萩
野
・
直
木
・

葉
山
・
渋
岡
・
三
保
崎
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
老
女
以
下
は
本
名
で

呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
史
料
か
ら
、
ふ
さ
も
初
め
は
端
女
か
ら
始
ま
り
、
女
中

と
し
て
仕
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
粟
屋
の
娘
の
名
が「
ふ
さ
」

ま
た
は
「
お
ふ
さ
」
で
あ
り
、
後
に
は
中
老
に
ま
で
進
ん
だ
女
性
で

あ
っ
た
と
判
明
し
た
。

４
．
ふ
さ
の
生
涯

　

岩
国
藩
『
御
家
中
系
図（
（（
（

』
よ
り
、

　
　

（
略
）

　
　

女
子　

御
奉
公　

長
岡
（
長
岡
と
は
老
女
と
し
て
の
役
職
名
）

　
　

正
理
院
様
（
経
永
母
・
広
逵
妾
栗
原
宗
順
女
）
御
一
生
奉
公
仕

　
　

御
老
女
役
相
勤
。

　
　

都
而
五
十
九
ヶ
年
之
間
被　

召
仕
、
御
逝
去
之
砌

　
　

御
届
迄　

モ
被
差
免
、
右
、
多
年
之
被　

対　

功
労

　
　

彼
者
エ
被　

下
置
候
御
扶
持
方
、
高
ニ
直
シ
被　

下
、

　
　

在あ
り

懸か
か

リ
五
十
石
エ
引
結
、
五
十
三
石
六
斗
被

　
　

仰
付　

候
也
、
寛
政
五
年
丑
十
一
月
十
四
日
死（

（（
（

正
理
院
様
に
一
生
御
奉
公
仕
り
御
老
女
役
を
相
勤
め
た
。
藩
主
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は
五
十
九
年
間
仕
え
た
長
岡
に
、正
理
院
様
御
逝
去
の
み
ぎ
り
、

御
見
届
迄
も
許
し
た
。
右
、
多
年
の
功
労
に
対
し
て
彼
者
（
長

岡
）
へ
下
し
置
か
れ
た
御
扶
持
は
高
に
直
し
て
、
現
在
の
石
高

五
十
石
に
合
算
し
て
、
五
十
三
石
六
斗
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。

寛
政
五
丑
年
十
一
月
十
四
日
死
す
。

　

ふ
さ
は
端
女
（
端
女
＝
召
使
）
と
し
て
城
に
上
が
り
、
修
行
を
積

ん
だ
後
、
二
十
二
歳
頃
か
ら
正
理
院
に
仕
え
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
奉

公
人
と
し
て
、
最
後
は
最
高
の
地
位
で
あ
る
御
老
女
と
な
り
、
正
理

院
の
死
ま
で
も
看
取
っ
た
ば
か
り
か
没
後
の
御
見
送
り
ま
で
許
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。

　

正
理
院
亡
き
後
屋
敷
が
取
り
払
わ
れ
た
の
ち
、
ふ
さ
は
も
う
一
人

の
御
老
女
役
の
浅
香
と
共
に
剃
髪
を
し
て
い
る
。
彼
女
等
の
五
十
九

年
間
の
功
労
は
高
く
評
価
さ
れ
ふ
さ
は
役
職
手
当
の
名
目
で
一
人
扶

持
・
米
一
石
八
斗
（
高
に
直
し
て
三
石
六
斗
）
を
賜
っ
て
い
る
。
そ

の
功
は
ふ
さ
の
死
去
後
も
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
粟
屋
家
従
来
の
石

高
五
十
石
に
加
算
さ
れ
た
。
合
わ
せ
て
五
十
三
石
六
斗
を
賜
り
粟
屋

家
の
石
高
は
四
代
ぶ
り
に
上
っ
た
。
こ
れ
は
特
別
功
績
の
あ
る
場
合

の
み
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
当
時
下
級
武
士
が
得
る
こ
と
が

出
来
る
石
高
と
し
て
は
破
格
の
待
遇
で
も
あ
る
。
ま
た
生
涯
独
り
身

で
あ
っ
た
ふ
さ
は
正
理
院
の
死
後
、
帰
る
処
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
特
別
に
自
身
の
家
を
建
て
る
こ
と
も
許
さ
れ
た
。
粟
屋
の
家
督

は
ふ
さ
の
死
後
も
粟
屋
利
兵
衛
安
光
に
相
続
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ふ
さ
自
身
は
与
え
ら
れ
た
職
務
を
全
う
し
、

藩
の
高
い
評
価
を
受
け
、
又
生
涯
困
ら
ぬ
報
酬
を
う
け
て
い
た
こ
と

が
窺
え
る
。

ま
と
め

　

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
第
九
回
の
通
信
使
、
即
ち
一
七
一
九

年
（
享
保
四
）
朝
鮮
通
信
使
の
製
述
官
で
あ
っ
た
申
維
翰
の
『
海
游

録
』
に
記
さ
れ
て
い
た
「
粟
屋
の
娘
」
が
岩
国
藩
の
下
級
武
士
・
粟

屋
家
の
次
女
で
あ
り
、
名
を
「
ふ
さ
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
つ
ま
り
『
海
游
録
』
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
申
維
翰
に
と
っ

て
は
印
象
深
い
出
会
い
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は

通
信
使
史
上
希
有
で
貴
重
な
挿
話
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

申
維
翰
は
何
よ
り
日
本
で
は
女
子
も
幼
い
頃
か
ら
男
子
に
混
じ
っ

て
文
字
を
学
ん
で
い
る
こ
と
に
驚
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う

し
て
少
女
た
ち
が
文
字
を
解
し
文
章
を
書
く
こ
と
が
出
来
る
様
子
を

見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
中
期
の
日
本
の
教
育
が
整
っ
て
い

る
こ
と
に
認
識
を
新
た
に
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

な
ぜ
な
ら
朝
鮮
王
朝
時
代
は
「
男
女
七
歳
に
し
て
席
を
同
じ
う
せ

ず
」
と
い
う
原
則
が
あ
り
、
両ヤ

ン

班バ
ン

支
配
層
の
息
女
で
あ
っ
て
も
家
庭

で
父
や
男
兄
弟
の
傍
ら
で
学
ぶ
こ
と
は
あ
る
が
公
式
に
男
女
共
学
は
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認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
元
よ
り
女
子
を
受
け
入
れ
る
学
び
舎
が
存
在

し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
ふ
さ
は
文
字
を
よ
く
知
り
書
を
能
く
す
る
こ
と
で
朝
鮮

の
碩
学
で
あ
る
申
維
翰
と
出
会
い
、己
の
書
の
序
文
ま
で
贈
ら
れ
た
。

そ
の
後
長
州
藩
主
の
正
室
に
仕
え
る
老
女
に
ま
で
昇
進
し
た
の
で
あ

る
か
ら
日
朝
善
隣
友
好
の
華
と
し
て
の
希
有
な
存
在
と
い
え
よ
う
。

�
（
ノ 

ケ
ス
ン 

大
谷
大
学
非
常
勤
講
師
）

註
（
１
）	『
田
原
藩
日
記
』（
宝
暦
十
二
年
～
明
和
九
年
）
第
六
巻　

田
原
町

文
化
財
保
護
審
議
会
編
集　

宝
暦
十
四
甲
申
年
正
月
「
萬
留
帳
」

条
。「
一
お
民
様
昨
朝
朝
鮮
人
吉
田
宿
出
立
、
二
川
宿
ニ
而
寛
寛

御
見
物
被
成
、昨
夜
五
ツ
時
過
御
機
嫌
好
御
帰
之
由
」（
一
二
四
頁
）

一
九
九
四
年　

田
原
町
文
化
財
保
護
審
議
会
編
集　

教
育
委
員
会

　

（
２
）	

仲
尾
宏
「『
後
桜
町
天
皇
宸
記
』
朝
鮮
通
信
使
記
事
」『「
朝
鮮
通

信
使
研
究
部
会
報
」
第
14
号
」

　

（
３
）	

申
維
翰
『
海
游
録
』（
一
七
一
九
年
九
月
一
一
日 

二
六
〇
頁
）「
列

肆
茶
姫
。玉
面
。鴉
髮
。手
按
神
仙
爐
煎
茶
以
待
者
。宛
似
画
中
人
」

　

（
４
）	

申
維
翰
『
海
游
録
』（
一
七
一
九
年
九
月
一
一
日 

三
〇
六
頁
）

　

（
５
）	

森
高
雲
『
図
説　

書
法
用
語
詳
解
』
木
耳
社
刊 

一
九
九
七
年

	

中
西
慶
爾
『
中
国
書
道
辞
典
』
木
耳
社
刊 

一
九
八
一
年

	

弘
法
大
師
空
海
の
筆
法
は
中
国
東
晋
の
王
義
之
や
顔
真
卿
の
影
響

を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
書
体
は
「
飛
白
体
」。
こ
れ
は
後
漢
の

蔡さ
い

邕よ
う

（
一
三
二
～
一
九
二
）
が
鴻
都
門
を
修
復
す
る
工
人
の
塗
料

を
塗
っ
て
い
る
の
を
見
て
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
刷
毛
で
字
を
書
く
こ

と
を
考
案
し
た
と
さ
れ
る
。「
飛
白
体
」
と
は
糸
髪
の
よ
う
な
と

こ
ろ
を
白
と
い
い
、
勢
い
が
飛
挙
す
る
の
を
飛
と
い
う
。
空
海
の

書
と
し
て
は
最
澄
に
あ
て
た
書
状
三
通「
風
信
帖
」「
真
言
七
祖
像
」

が
東
寺
に
、「
灌
頂
歴
名
」
が
高
雄
山
神
護
寺
に
残
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
全
て
漢
字
で
あ
る
。

　

（
６
）	

藤
田
葆
『
岩
国
沿
革
志
』「
能
書
家
略
伝
」
岩
国
徴
古
館
蔵

	

「
戸
川
幸
太
夫
咸し
げ

佐す
け

―
咸
佐
字
文
敬　

通
称
平
馬　

助
八
郎　

幸

太
夫　

元
祖
又
右
衛
１
門
ト
云
（
中
略
）
咸
佐
ハ
役
局
ニ
居
テ
御

用
立
シ
ナ
リ
是
ヨ
リ
先
凛
雲
廣
逵
公
御
参
府
御
共
ヲ
モ
右
筆
役
ニ

テ
勤
メ
タ
リ
」（
享
保
一
一
年
丙
子
条
）

　

（
７
）	

石
川
謙
『
近
世
日
本
社
会
教
育
史
の
研
究
』
青
史
社
刊 

一
九
三

四
年
（
三
六
六
～
三
六
九
頁
）

　

（
８
）	

藤
田
葆
『
岩
国
沿
革
志
』「
能
書
家
略
伝
」「
能
書
家
伝
・
享
保
四

年
歳
次
己
亥
初
冬
日
整
斎
戸
川
」
岩
国
徴
古
館
蔵

	

「（
略
）
又
故
邑
門
人
粟
屋
氏
女
文
蘭
十
一
歳
、墨
蹟
先
入
高
賢
（
後

略
）」

	

「
朝
鮮
人
成
夢
良
文
（
中
略
）
芳
洲
雨
伯
陽
持
岩
国
十
二
歳
女
子

粟
屋
氏
呈
蹟
一
軸
来
示
（
後
略
）」

　

（
９
）	『
御
家
中
系
図
』「
粟
屋
氏
系
図　

粟
屋
又
兵
衛
正
則
家
系
一
覧
」	

岩
国
徴
古
館
所
蔵　

参
照
（
安
政
三
年
丙
辰
附　

御
家
老
中
老
）

	
「
―
又
兵
衛
貞
次
（
家
督
隠
居
年
領
共
不
相
分
）

	

―
女
子
（
御
奉
公　

長
岡
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正
理
院
様
御
一
生
御
奉
公
仕
御
老
女
役
相

	
　
　
　
　

都
而
五
十
九
ヶ
年
（
略
）」

　

（
10
）	『
宝
暦
五
乙
亥
年　

御
二
方
様　

御
歳
賀
記
』　

岩
国
徴
古
館
蔵 

参
照

　

（
11
）	『
岩
邑
年
代
記
』（
享
保
十
六
年
三
月
十
日
）　

岩
国
徴
古
館
蔵 

参
照

　

（
12
）	

岩
国
藩
御
家
老
中
老
『
御
家
中
系
図
』（
安
政
三
年
丙
辰
附　

御

家
老
中
老

	

岩
国
徴
古
館
蔵 

参
照


